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若林地域の概要 
若林地域は、豊田市南部に位置し 4 つの自治区で構成され、行事も盛んな活気のある

地域である。 

若林自治区は世帯数 4.000 世帯超で市内 2番目の自治区であり、コミュニティ活動や

地域会議は若林が中心となっている。 

高美町自治区は昭和 45 年に発足し、高美町桜並木は豊田市南部の最良の景勝地とし

て知られている。 

外根自治区は昭和 43 年に建てられた愛知県営住宅の自治会が母体で昭和 47 年に若林

自治区から分離独立し自治区として発足した。 

若林宿舎自治区は旧雇用促進事業団アパート（平成 29年から民間アパート）で昭和 41

年に自治区として発足した。 

今後は区画整理事業、名鉄三河線高架化・複線化、都市計画道路整備事業など、生活

環境が大きく変化していく地域である。 

１ 理想の姿（若林まちづくりビジョンより）
若林地域の将来像（目指す姿）「暮らし続けたいまち・わかばやし」を実現するために、 

（１）安心して暮らせるまち 

（２）元気に暮らせるまち 

（３）みんなが暮らしたくなるまち 

の３つの大きなポイントを定めました。 

２ 地域の現状・課題の選定（解決したい地域課題）
解決したい課題については大きく５つある。 

（１） 住民同士の関係が希薄化 

（２） 地域行事・活動の参加者の固定化及び減少 

（３） 地域の防災組織体制の不安 

（４） 防災意識（自助・共助）の低下 

（５） 自治区間の防災意識の差 
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４ 具体的な事業アイデア

地域 協働 行政 

（１） 

地域を支える 

人づくり 

【自治区】 

防災士等資格取得及び資格

取得者（人材）の各地域防災

体制への活用 

（自主防災組織への加入等） 

【学校】 

中学生の防災組織・活動への

参加 

【自治区・行政】 

他地域への視察 

・防災士等資格講習会の

市内開催 

・防災士等資格取得費用

の補助 

・リーダー研修の実施 

（２） 

防災に強い 

基盤づくり 

【自治区】 

防災グッズ及び防災対策講習

会の宣伝（イベントでの周知

等） 

【自治区・行政】 

防災啓発物品の作成 

・防災グッズ取得費用の補

助及び活用方法（基準）の

見直し 

・防災対策講習会の開催 

（３）① 

身近な単位の 

防災訓練 

【自治区→区会議員→組長 

→組員(世帯)】 

周知活動・訓練の実施 

【自治区⇔行政】 

訓練内容・方法の協議 

・参加者への配布用防災

物品の用意 

（３）② 

親子参加型 

イベント 

【自治区・こども園学校 

コミュニティ会議等】 

情報発信 

【実行体制（主体）】 

イベント内容（避難所経路ス

タンプラリー等）の企画 

情報発信（広告制作）・実

施・運営 

・必要な物品やシステムの

用意 

（３）③ 

若林地域 

防災訓練

【区長会・コミュ会等】 

参加者の調整・準備 

（メンバー選出・依頼） 

【実行体制（主体）】 

イベント（防災キャンプ等）内

容の企画 

情報発信（広告制作）・実施・

運営 

・情報提供（他実施例等） 

・訓練用物品の準備 

・地域担当職員の参加 

３ 解決方針 
そこで５つの課題を解決するための解決方針として、 

「多世代交流」×「防災」による機会づくり 
                           を考える。 

そのために 

（１）地域を支える人づくり 

（２）防災に強い基盤づくり 

  （３）若林地域防災訓練の実施 

の３つを課題解決の柱にする。
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